
  

 

 

 

 

第２学期がスタートしました 
 ３２日間の夏休みが終わり、２１日（水）から２学期が始まりました。   

始業式では、校長先生から、「基」という一字を掲げ、この２学期は基本

ができているか振り返り、学校生活を充実させていってほしいというお話がありました。 

夏休み中は事故や大きなけがもなく、全員が元気に過ごすことができ、２学期をむかえられた

ことが何よりも嬉しいことです。夏休み中は部活動に参加して一生懸命に活動する姿が見られ、

ひと夏を経て少し頼もしく感じます。その一方で、家での時間の使い方がうまくいかず、思うよ

うに課題が進まなかった生徒も見られます。「やりたいこと」と「やらなければならないこと」の

バランスを考えて、自分自身をコントロールする力が今後必要だと感じます。長期の休みに限ら

ず、日頃から時間の使い方を工夫することができるように、学年として支援していきたいと思い

ます。 

さて、２学期は、新チームでむかえる中体連新人戦、コンクール、そして柏葉祭があります。

柏葉祭に向けては実行委員会が組織され、活動が始まりました。合唱の練習も始まります。いろ

いろな場面で、一人一人が自分のよさや得意なことを生かし、大いに活躍してほしいと願ってい

ます。また、一番長い学期でもありますので、健康管理に努め、心身ともに健康に過ごしてほし

いと思います。 

最後に、学年を代表し、始業式で発表された佐藤祐夢さんの作文を紹介します。 

 

  １学期の反省と２学期の抱負 

                     １年１組 佐藤 祐夢 

  

私の１学期の反省と２学期の抱負は二つあります。まず一つ目は、

学習面についてです。 

 私は、今まで苦手な科目を中心に、自主学習を進めていました。し

かし、内容が薄く、テストでは、あまり納得のいかない点数になってしまいました。勉強が面倒

くさいと思ってしまう気持ちがあり、早く終わらせようとしていました。学校では、授業や自習

の時間に集中力が切れて、友達と少し雑談をしてしまうことがありました。しかし、これからの

勉強内容は難しくなってくるので、２学期は、授業に最後まで集中して取り組み、自主学習の内

容を濃くし、予習や復習を頑張っていきたいです。 

 二つ目は、生活面についてです。 

 私は、学校や家で、マイペースな行動をしてしまいます。そのため、家では就寝時間が遅くな

ったり、授業でもギリギリに着席したりしてしまうことがありました。また、学級副委員長とし

てみんなをまとめるときに、みんなに伝わるように指示ができず、うまくまとめられませんでし

た。 

 今後は、時間を見て行動することを心がけ、余裕を持った生活ができるようにしていきたいで

す。また、２学期は、私たちにとって初めての柏葉祭があります。特に合唱コンクールでは、み

んなをまとめられるように頑張りたいです。しかし、一人の力ではよいものを創りあげることは

できないので、クラスのみんなで力を合わせ、悔いの残らない柏葉祭、合唱コンクールにしたい

です。心に余裕を持ち、誰にでも優しく接し、互いに高め合えるように行動していきたいです。 
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８月２８日（水） 

1 水１  

2 水２  

3 水３  

4 水４  

5 水５  

6 水６  

普通時程 給食あり 普通清掃 部活なし 

８月２９日（木） 

1 木１  

2 木２  

3 木３  

4 木４  

5 木５  

6 木６  

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

８月２６日（月） 

1 月１  

2 月２  

3 月３  

4 月４  

5 月５  

6 月６  

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

８月２７日（火） 

1 国  

2 数  

3 英  

4 理  

5 社  

6 火６  

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

８月３０日（金） 

1 金１  

2 金２  

3 金３  

4 金４  

5 金５  

6   

短縮時程 給食あり 簡単清掃 部活あり 

・SC来校 

・完全下校１８：３０ 

「１％」の捉え方で「見える
世界は変わる！」 

 

７月２６日～８月１１日にパリ 

で行われたオリンピック。アス 

リートの姿、数々の名場面に心 

を打たれた人も多かったと思います。 

その中の一人、スケートボード男子ストリー

トで金メダルに再び輝いた堀米雄斗選手。最終

５回目の試技の前まで、７位のメダル圏外にと

どまっていました。そこで挑んだのが、実戦で

成功したのがこれまで一度しかない技。それま

で続けて失敗していたが、土壇場でも挑戦。ひ

らりと舞ってレールを捉えると、シャツをひる

がえして滑り降り、ビタッと着地。一気にトッ

プに立ち、大逆転で東京大会に続き二連覇、金

メダルに輝いたのです。 

「少しの可能性、１％の可能性を最後まで信

じた」と堀米選手は言いました。ただ信じたの

ではありません。決勝では他選手の試技の合間

も、何度も挑んでコンクリートにたたきつけら

れていました。挑み、転び、最後の最後までで

きる限りの調整を突きつめ、信じるに足る１％

の光を見つけていたからこその、ミラクルでし

た。 

その後、SNSで「１％も可能性があるな

ら」と投稿した堀米選手。「1％しか」ではなく

「1％も」ととらえ、可能性を信じたからこそ

生まれた結末を証明する言葉といえます。 

失敗が続いた時、誰しもが「もう無理」と諦

めたい気持ちになります。しかし、自分の可能

性を信じ抜きチャレンジする、そこに新たな世

界が広がるのではないでしょうか。 

短い言葉だけれど、重い一言に感動し、考え

させられました。 

第１７週 行事予定 

・夏休み確認テスト 

・完全下校１８：３０ 

・地区英語弁論大会 

・SSW来校 

・完全下校１８：３０ 

・完全下校１６：１０ 

・全校集会、駅伝壮行会（放課後） 

・完全下校１７：３０ 


